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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月29日(2009.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンの動作のために供給がされる少なくとも１つのシリンダ（Ｃ１～Ｃ４）の少な
くとも２つのグループ（１２、１４）と、少なくとも１つの排気浄化手段（４２、９６、
１０２）を有する排気ライン（４０、９４、１００）とを有する内燃エンジンの吸気を制
御する方法において、
　前記エンジンが低速および／または低トルクで動作しているときに、
　前記エンジンを動作させるために前記複数のシリンダ内に供給される全供給量を求める
ことと、
　排気温度を上昇させて、前記排気浄化手段（４２、９６、１０２）の温度の上昇を速く
することができるように、前記全供給量のうち、前記グループの１つのグループ（１２）
の前記シリンダ（Ｃ１、Ｃ４）に、他のグループ（１４）の前記シリンダ（Ｃ２、Ｃ３）
よりも大きな割合を供給することと、
　を有することを特徴とする、内燃エンジンの吸気を制御する方法。
【請求項２】
　前記全供給量のたかだか全部を前記グループ（１２、１４）の１つのグループの前記シ
リンダにすることを特徴とする、請求項１に記載の内燃エンジンの吸気を制御する方法。
【請求項３】
　前記グループの１つのグループ（１２）の前記シリンダ（Ｃ１、Ｃ４）に前記全供給量
の実質的に７５％の割合を供給し、他のグループ（１４）の前記シリンダ（Ｃ２、Ｃ３）
に前記全供給量の残りを供給することを特徴とする、請求項１に記載の内燃エンジンの吸
気を制御する方法。
【請求項４】
　前記供給量は前記複数のシリンダ内に噴射される燃料の量からなることを特徴とする、
請求項１から３のいずれか１項に記載の内燃エンジンの吸気を制御する方法。
【請求項５】
　前記供給量は前記複数のシリンダ内に供給される燃料混合気の量からなることを特徴と
する、請求項１から３のいずれか１項に記載の内燃エンジンの吸気を制御する方法。
【請求項６】
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　前記少なくとも２つのグループのシリンダの間で前記全供給量の最も大きな割合の吸気
を切り替えることを特徴とする、請求項１から５のいずれか１項に記載の内燃エンジンの
吸気を制御する方法。
【請求項７】
　前記全供給量の最も大きな割合を受ける前記シリンダのグループのシリンダの燃焼遅れ
を増加させることを特徴とする、請求項１に記載の内燃エンジンの吸気を制御する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そのため、本発明は、エンジンの動作のために供給がされる少なくとも１つのシリンダ
の少なくとも２つのグループと、少なくとも１つの排気浄化手段を有する排気ラインとを
有する内燃エンジンの吸気を制御する方法において、
　エンジンが低速および／または低トルクで動作しているときに、
　エンジンを動作させるために前記複数のシリンダ内に供給される全供給量を求めること
と、
　排気温度を上昇させて、排気浄化手段の温度の上昇を速くすることができるように、全
供給量のうち、グループの１つのグループのシリンダに、他のグループのシリンダよりも
大きな割合を供給することと、
　有することを特徴とする方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本方法は、全供給量のたかだか全部を２つのグループの１つのグループのシリンダにし
てもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本方法は、グループの１つのグループのシリンダに全供給量の実質的に７５％の割合を
供給し、他のグループのシリンダに全供給量の残りを供給してもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　供給量は複数のシリンダ内に噴射される燃料の量からなってもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　供給量は複数のシリンダ内に供給される燃料混合気の量からなってもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本方法は、少なくとも２つのグループのシリンダの間で全供給量の最も大きな割合の吸
気を切り替えてもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本方法は全供給量の最も大きな割合を受けるシリンダのグループのシリンダの燃焼遅れ
を増加させてもよい。


	header
	written-amendment

